
キャンプでは、恵まれた自然環境の中で、
親元を離れた集団生活を通して、喜び楽しさだけでなく、お互いに考え協力し、

より豊かな生活を目指す意欲を高める機会が与えられます。
「夢と希望と友情いっぱいのキャンプ」あなたも参加してみませんか。

共に楽しい夏休みを過ごしましょう。

期　　 間：
参加対象：
参 加 費：

健康審査等：

連 絡 先：

主　　 催：

協　　 力：
協　　 賛：

2022年8月10日（水）～13日（土）　3泊4日
小学校3年生から高校3年生までの男女　約24名
65,500円　3泊4日の宿泊、食事、プログラム諸雑費
　　　　　 保険料、往復交通費等、、PCR検査費用等
面接と健康審査は6月5日（日）、全体打ち合わせ会は
7月3日(日)、心身障害児総合医療療育センターにて行
います。
日本肢体不自由児協会　中央療育相談所
〒173-0037板橋区小茂根1-1-7 TEL 03-5995-4514
日本肢体不自由児協会　東京YMCA
毎日新聞東京社会事業団
NPOフレンドシップキャンプ
原田積善会

2022年 Summer Camp キャンパー募集！！
富士山と山中湖　 新しい友達　 新しい体験　 新たな出会いと広がる大きな交わりの輪

手足の不自由な子どものキャンプ第66回

　このキャンプは「自立と共生」をテーマとした、肢体不自由児
と健常児の交流総合キャンプです。地域生活の中では交流
の少ない環境の中で多くの課題があると言われ、この実情を
変えていきたいと願って計画されます。
　自然の中でのキャンプ生活は、違いをもった子どもたちが、
自分でできることは自分で行い、できないことは助け合うこと
でお互いの存在を認めあい、共に生きることの大切さを体験
します。
　肢体不自由児と健常児が、ほぼ同数になるように構成され
た６～７人のグループをボランティアリーダーが担当します。グ
ループ担当の他に、生活全般やプログラム活動を支援する複
数のリーダーもいます。

※肢体不自由児の申し込みと受付は、日本肢体不自由児協会でいた
します。但し、健常児の募集とキャンプ事務局はNPOフレンドシッ
プキャンプが担当します。

期　　間：
参加対象：

参 加 費：

奨 励 金：

健康審査等：

連 絡 先：

主　　催：
後　　援：

協　　賛：

2020年8月13日（土）～17日（水）　4泊5日
小学校3年生から高校3年生までの男女
肢体不自由児童・生徒と健常児童・生徒合わせて約20名
70,000円　4泊5日の宿泊、食事、プログラム諸雑費
　　　　　 保険料、往復交通費等
できるだけ多くの方に参加していただくため、特に経済
的に事情がある場合は、15,000円を限度として参加
費を助成する制度があります。お申し出ください。
面接と健康審査は6月5日（日）、心身障害児総合医療
療育センターにて行います。
NPOフレンドシップキャンプ
〒104-0045　中央区築地1-9-2　伊勢常ビル9F
TEL 03-6226-6611
NPOフレンドシップキャンプ 
日本肢体不自由児協会　東京YMCA
毎日新聞東京社会事業団
東京青年会議所

フレンドシップキャンプ第44回

手足の不自由な子どもたちのキャンプ案内

https://npo-fc.or.jp

肢体不自由児キャンプのパイオニアとして、今年66回目を
迎えます。その経験によりさまざまな障がいがある子ども
たちのニーズに応えられるキャンプを実施しています。
　富士山と山中湖、緑と水に囲まれたキャンプサイトは、障
がいがある子どものための設備が整っており、子どもたち
の自立生活を可能にしています。ここでの生活は、子どもの
自立性を高め、社会性を伸ばし、彼らの大きな成長の機会に
なると確信しています。
　年齢別に５～６人の子どもと複数のボランティアリー
ダーが生活単位としてのグループをつくり、楽しいプログ
ラムを創造し、心のふれ合う関係の中で他では得られない
体験をする事ができます。
　今回はコロナウイルス感染症対策として、密を避けるた
めに宿泊スペースであるそれぞれのキャビンの定員数を制
限し、グループ数を減らすことにより、例年よりも組織を縮
小して開催します。また、参加に際しては参加者全員にPCR
検査を実施し、安心で安全なキャンプを目指します。


